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の
再
開
を
祝
っ
て
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
も
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
、
新
し
い
駅

舎
や
町
の
復
興
状
況
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
年
夏
頃
に
は
、福
島
県
で
整
備
を
進
め
て
い
る「
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」
が
完
成
予
定
で
、

ま
た
、
隣
接
し
て
町
が
整
備
し
て
い
る
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
計
画
ど
お
り
に
建
設
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
開
業
で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
、
産

業
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
周
辺
の
施
設
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
被

災
地
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
、
本
格
復
興
に
向
け
た

推
進
力
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
は
12
件
17
社
の
企
業
の

進
出
が
決
ま
っ
て
お
り
、
順
次
、
操
業
が
始
ま
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
住
む
拠
点
」
と
し
て
整
備
す
る
駅
西
側
地
区
に
お

い
て
は
、
用
地
取
得
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
４
年
春
頃

の
居
住
開
始
を
目
指
し
て
、
帰
還
者
向
け
戸
建
て
住
宅

32
戸
、
帰
還
者
や
就
業
者
向
け
集
合
住
宅
56
戸
の
建

設
、
分
譲
地
の
整
備
な
ど
帰
還
後
の
環
境
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
農

業
の
復
興
・
創
造
を
目
指
し
、
耕
作
再
開
に
向
け
て
地

元
農
業
者
と
連
携
し
て
、
農
地
の
保
全
管
理
組
合
の
設

立
準
備
等
を
目
指
し
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

よ
う
や
く
念
願
で
あ
っ
た
帰
還
に
向
け
た
事
業
が
動

き
、
目
に
見
え
る
形
で
取
り
組
み
を
お
示
し
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
復
興

に
向
け
て
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
双
葉
町
を
必
ず
復
興
さ
せ
る
と
い
う
強
い

信
念
の
も
と
、
着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

震
災
か
ら
丸
９
年
に
あ
た
る
３
月
11
日
に
は
い
わ
き

市
錦
町
に
お
い
て
「
東
日
本
大
震
災
双
葉
町
追
悼
式
」

を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
ま

た
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
無
念
の
ま
ま
避

難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
町
へ
の
帰
還
に
向
け
て
復
興

事
業
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
の
発
生
が
確

認
さ
れ
た
新
型
肺
炎
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
世

界
へ
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
日
本
国
内
の
死
者
も
出

て
連
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
て
い
ま
す
。
過

剰
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
手
洗
い
や
う
が
い
、
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
感
染
症
の
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
予
防
対
策
を

励
行
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
を
迎
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
早
い
も
の
で

９
年
の
月
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
町
避
難

と
い
う
世
界
に
も
類
を
見
な
い
非
常
事
態
に
見
舞
わ

れ
、
長
い
間
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
の
復
興
や
帰
還
に
つ

い
て
具
体
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
が
、
念
願
で
あ
っ
た
双
葉
町
の
復
興
を
目

に
見
え
る
形
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
実
感
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
４
日
に
は
浜
野
、
両
竹
地
区
の
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
と
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
等
の
一
部
区
域
の
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
全
域

の
立
入
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
双
葉
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
双
葉
町
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
連
絡
所
を
開
設
し
業
務
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
７
日
に
は
、
整
備
を
進
め
て
い
た
常
磐
自
動
車

道
、
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
14
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
開
通
に
合

わ
せ
て
東
西
自
由
通
路
を
兼
ね
備
え
た
新
し
い
駅
舎
が

完
成
し
ま
す
。
東
京
と
仙
台
を
結
ぶ
特
急
列
車
が
双
葉

駅
に
も
１
日
上
下
３
本
ず
つ
停
車
す
る
ほ
か
、
普
通
列

車
は
１
日
各
11
本
停
車
し
ま
す
。
14
日
は
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅

町
民
の
皆
さ
ま
へ

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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　１月 ４日 ・小早川智明東京電力ＨＤ（株）代表執行役社長に、福島第一原子力発電所の廃炉、
原子力損害賠償の完全実施及び復旧・復興への協力に関する要求書を提出

　１月 １２～
１３日

・  双葉町ダルマ市が、復興公営住宅勿来酒井団地内で初の開催

　２月 　９日 ・中野地区内において、東日本大震災・原子力災
害アーカイブ拠点施設安全祈願祭及び起工式が
行われる

　２月 １４～
１５日

・大野久芳富山県黒部市長が、町立学校、復興公営住宅勿来酒井団地、町内を
視察

　２月 １５日
２１日

・中野地区復興産業拠点への企業の進出に向けた立地説明会を、双葉町いわき事
務所（１５日）、東京都ＡＰ新橋（２１日）において開催

　２月 ２０日 ・双葉地方町村会会長及び双葉地方広域市町村圏組合管理者に、伊澤史朗町長が就任

　３月 　６日 ・アイワビルド（株）と中野地区復興産業拠点への企業立地協定を締結

　３月 １１日 ・
・
震災から８年が経過
東日本大震災追悼式をいわき市ライフケア
勿来会堂において行う

　３月 ２５日 ・中野地区復興産業拠点において双葉中央アスコンの安全祈願祭・起工式が行わ
れる、中野地区における民間事業所の着工第１号

　３月 ２６日 ・第７回双葉町復興整備協議会を開催し、両竹地区太陽光発電事業実施に係る復
興整備計画の変更を了承、４月４日公表

　３月 ２８日 ・復興まちづくりを具体的に推進するため、
「一般社団法人ふたばプロジェクト」が設立

　４月 １１日 ・帰還困難区域を抱える６町村で構成される「原発事故による帰還困難区域を抱
える町村の協議会」が、自由民主党東日本大震災復興加速化本部、原子力災害
現地対策本部、復興庁、環境省、国土交通省へ、帰還困難区域の復興・再生に
向けた要望書を提出

　４月 １５日 ・磯崎仁彦経済産業副大臣が、町内（双葉駅、町役場、両竹地区太陽光発電設備等）
を視察

　４月 １６日 ・中野地区内において、双葉町産業交流
センターが起工

平成平成３１３１年（令和元年）の主な動き年（令和元年）の主な動き
平
成
31
年
（
２
０
１
９
）

平成３１年（令和元年）の主な動き
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　４月 １７日 ・環境省が町議会全員協議会で中間貯蔵施設事業の状況について説明

　４月 １８日 ・双葉地方水道企業団が経済産業省、復興庁、環境省、厚生労働省、東京電力に
対し現状の説明を行うとともに、原子力損害賠償の継続や除染の推進について
の要望書を提出

　５月 ２０日 ・安藤裕復興大臣政務官が町内（双葉駅、中野地区復興産業拠点）を視察

　６月 　４日 ・中野地区復興産業拠点へ進出する（株）伊藤工務店及び勝山工業（株）と企業立
地協定を締結

　６月 １４日 ・自由民主党東日本大震災復興加速化本部、
公明党東日本大震災復興加速化本部、環
境省、経済産業省、文部科学省、復興庁
に対し、復興に向けた重点課題について
の２０１９年度末及び２０２２年春の避難指
示解除目標の確実な実現等重点課題に関
する要望書を提出

　７月 ２５日 ・原子力損害賠償紛争審査会が双葉町内を視察、
それに伴い、原子力損害賠償紛争審査会の今後
の審議に向けた要望書を提出

　７月 ３１日 ・中野地区復興産業拠点へ進出する（株） ＭＣＣ、（株）ＣＬＭ、他１社と企業立地
協定を締結

　８月 ２日 ・復興インターチェンジの正式名称が「常磐双葉インターチェンジ」に決定

　８月 ５日 ・小早川智明東電ＨＤ（株）代表執行取締役社長に、福島第一原子力発電所の廃炉
作業に関する申入書を提出

　８月 ２０日 ・２０２２年の帰還後の営農再開に向け、仙台市の農
業法人「舞台ファーム」と包括連携協定を締結

　９月 １７日 ・小泉進次郎環境大臣、石原宏高環境副大臣、加藤鮎子環境大臣政務官がいわき
事務所を来訪。伊澤町長は、各市町村で復興の状況が違うことを踏まえ、復興
の加速に全力を注いでほしいと強く要望

　９月 １８日 ・菅原一秀経済産業大臣、田中和德復興大臣が町内を視察。伊澤町長が両大臣に、
各市町村で復興の状況が違うことを踏まえ、復興の加速に全力を注いでほしい
と強く要望

　９月 ２０日 ・震災後４回目となる町敬老会を
いわき市で開催

令
和
元
年
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原子力発電所立地自治体が国と東京電力に
要請書・要求書を提出

～ 福島県原子力発電所所在町協議会 ～
　２月７日、福島県原子力発電所所在町協議会
が経済産業省と東京電力ＨＤ（株）本社を訪れ、
経済産業省に福島第一及び第二原子力発電所の
廃炉に向けた取組みに関する要請書を、東京電
力ＨＤ（株）に福島第一及び第二原子力発電所
の廃炉に向けた取組みに関する要求書を提出し
ました。この要請・要求活動に伊澤史朗町長と
佐々木清一町議会議長も参加しました。

１０月 　１日 ・双葉駅西側第一地区の復興再生拠点市街地形成施設事業安全祈願祭及び起工式
が行われる

１０月 １６日 ・「エアーかおる」を企画・販売する浅野撚糸（株）と中野地区復興産業拠点への
企業立地協定を締結

１０月 １７日 ・町内の駅西側地区に整備する町営住宅を福島県が代行し
て整備するため、町と県とで災害住宅建設協定を締結

１０月 ２９日 ・ＪＲ東日本が２０２０年春の常磐線全線再開に併せ、双葉駅にＳｕｉｃａを導入す
ると発表

１１月 　１日 ・中野地区復興産業拠点へ進出する新日鉄・クボタ・大林・ＴＰＴ特定共同企業体、
ＪＦＥエンジニアリング（株）、日建リース工業（株）と企業立地協定を締結

１１月 　７日 ・町政懇談会、住民説明会の開催（１１月３０日まで、福島県内外１１回。双葉町
避難指示解除準備区域とＪＲ双葉駅周辺等の一部区域の避難指示解除について）

１１月 １３日 ・内堀雅雄県知事が町内を訪れ中野地区復興産業拠点、ＪＲ双葉駅周辺を視察

１１月 １９日 ・双葉駅西側地区災害公営住宅等設計業務委託に係る設計者プロポーザルを開始

１２月 ２１日 ・中野地区復興産業拠点において、
双葉中央アスコンの火入れ式が行
われる

１２月 ２６日 ・国・県・町間で、令和２年３月４日午前０時、避難指示解除準備区域（中野・中浜・
両竹地区）と特定復興再生拠点区域の一部区域の避難指示解除を合意

令
和
元
年
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令和２年３月４日より、双葉町役場コミュニティーセンター連絡所を開所しますので、お知らせします。

・諸証明の申請受付及び交付に関すること。
 （戸籍、住民票、税務、被災証明等）※平日のみ
・一時立入支援に関すること。
・個人線量計等の貸出しに関すること。

〒９７９－１４７１
双葉町大字長塚字町西３９－２２
☎：０２４０－２３－００５１　　FAX：０２４０－２３－００５２
開所時間：午前９：００～午後４：００

主な業務内容

双葉町役場コミュニティーセンター双葉町役場コミュニティーセンター
連絡所開所のお知らせ連絡所開所のお知らせ

① トップ画面の「町政情報」をクリック
② 「広報・広聴」をクリック
③ 「町政懇談会」をクリック

双葉町役場
コミュニティーセンター連絡所

※令和元年度双葉町町政懇談会の議事録は３月上旬に公開します。

町政懇談会の議事録が町公式ホームページでご覧いただけます

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

双葉町役場コミュニティーセンター連絡所に関すること
個人線量計等の貸出しに関すること

総務課　　　☎０２４６－８４－５２００
住民生活課　☎０２４６－８４－５２０６

◀スマートフォン、
　タブレット用
　ＱＲコード

双葉町役場コミュニティーセンター双葉町役場コミュニティーセンター
連絡所開所のお知らせ連絡所開所のお知らせ

双葉町役場コミュニティーセンター
連絡所開所のお知らせ

身に付けてご使用いただき、コミュニティーセンター連絡所
等に備え付けの管理機を使って、１日の時間別線量や、１日ご
と、着用期間中の積算放射線量が確認できる機器です。

※ 連絡所への郵送物は、いわき事務所で受付をいたします。郵送物は、いわき事務所宛にお送りく
ださい。

※車で来所される方は連絡所の南側にある公営無料駐車場（約１０台程度）をご利用ください。
※連絡所内の休憩スペースを毎日開放します。お立ち寄りの際はお気軽にご利用ください。

 【注意点】
・ 貸出し対象は、双葉町に住所を有する方や、平成２３年３月１１日時点で双葉町に住所を有していた方等です。
・貸出しは１人につきＤ－シャトル１台となります。
・未成年の方への貸出しは、代理人（保護者）の方に申請いただきます。
・紛失または返却時に破損、不具合があった場合には弁償等いただく場合があります。
・いわき事務所でも貸出しを行います。

※Ｄ－シャトルとは……

● Ｄ－シャトル（個人積算線量計）　
● 個人積算線量計表示器

　町貸出し（平日のみ）

　内閣府貸出し（毎日）　● 個人線量計（一時立入の際、スクリーニング場で貸出し
されるものと同等のものです）
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【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

　出力が停止される帳票

　停止期間※

＊住民票の写し
＊印鑑証明書
＊戸籍謄本（抄本）
＊戸籍の附票の写し
＊所得・課税証明書の全ての帳票

令和２年３月２６日（木）　　６時３０分から２３時００分まで

※ コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から
２３時００分までです。ただし店舗の営業時間内に限ります。

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種
証明書の自動交付サービスについて、システム改修作業のため、次の期間中は、証明
書の発行ができませんのでご注意ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

■開設場所：双葉町　いわき事務所　　　
　　　　　　生活支援課内

■フリーダイヤル：０１２０－２８０－７０７

■受付時間：午前８時３０分 ～ 午後５時
　　　　　　（土・日・祝日を除く）

生活サポート補助金コールセンター 生活サポート補助金相談窓口

■受付時間：午前９時 ～ 午後６時
　　　　　　（土・日・祝日を除く）

生活サポート補助金（平成２９年度分）の申請期限は生活サポート補助金（平成２９年度分）の申請期限は
ですです令和令和２年３月３１３１日

生活サポート補助金（平成２９年度分）の申請期限は
です令和２年３月３１日

　平成２９年度分の生活サポート補助金について、補助金交付申請受付期間は令和２年

３月３１日までとなっております。令和２年４月１日以降は申請を受け付けることがで

きませんので、まだ申請されていない世帯の皆さまについては、お早めに申請いただき

ますようお願いします。

　平成２９年度分の生活サポート補助金が未申請となっている避難先の世帯代表者に

は、黄色の封筒でお知らせをお送りしていますので、必ずご確認いただきますようお

願いいたします。

　なお、申請についてお困りのことがありましたら、下記コールセンターへご連絡くだ

さい。
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常磐双葉インターチェンジに期待される整備効果
（４）福島第一原発事故に伴う廃炉作業の進展
（５） 消防・緊急等に係る緊急車両による広域活動の迅速
　　　　　性の確保

（１）復興への支援
（２）緊急時における避難路の確保
（３）除染・中間貯蔵施設事業の加速

上下とも現金レーンと
ＥＴＣレーンの２レー
ンずつ、計４レーン

・

・

・

ふるさと帰還通行カー
ド利用可

料金自動収受機設置
（大熊ＩＣと同様）

原発避難無料措置の期間延長及び新しい原発避難無料措置の期間延長及び新しい
　　　ふるさと帰還通行カード送付のお知らせ　　　ふるさと帰還通行カード送付のお知らせ

■NEXCO 東日本からのお知らせ■■NEXCO 東日本からのお知らせ■

NEXCO 東日本お客さまセンター ナビダイヤル ０５７０－０２４－０２４
２０２０年３月までは ☎０３－５３３８－７５２４、 ２０２０年４月以降は ☎０３－５３０８－２４２４ 
※２４時間、３６５日お客様の声をお聞きしています

　現在ご利用の黄色いふるさと帰還通行カードは、 令和２年４月１日０時以降ご利用に
なれません。回収することはありませんのでハサミを入れて破棄してください。

延長期間 令和３年３月３１日（水）２４時まで 

　原発事故による帰還困難区域等からの避難者に対する高速道路の無料措置は以下のとおり継
続します。 なお、ご利用中の黄色い「ふるさと帰還通行カード」の有効期限が ２０２０ 年 3 月
３１日２４時までとなるため新しい「ふるさと帰還通行カード」が必要となります。
　 新しいカードは、お届けいただいている住所宛てに【簡易書留（転居先への転送不可）】で
順次お届けします。 ふるさと帰還通行カードお申し込み時にご記入いただいた内容（お名前
や現住所など）が変更となり、変更の届出をされていない場合、新しいカードが届かない場合
やお届けが遅くなる場合がございます。お手数でも「NEXCO 東日本お客さまセンター」へご
連絡ください。 

　新しいカードは、新たにお申し込みいただく必要はありません。また、カードは届き次第
ご利用になれます。

３月７日（土）１５時に３月７日（土）１５時に
常磐自動車道・常磐双葉インターチェンジが開通します常磐自動車道・常磐双葉インターチェンジが開通します

料金所形態

（完成イメージ図）（完成イメージ図）

原発避難無料措置の期間延長及び新しい
　　　ふるさと帰還通行カード送付のお知らせ

■NEXCO 東日本からのお知らせ■

（完成イメージ図）

《ご注意ください》  

３月７日（土）１５時に
常磐自動車道・常磐双葉インターチェンジが開通します
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新双葉駅開業・ＪＲ常磐線再開通
新双葉駅の紹介

【問い合わせ先】 復興推進課 ☎０２４６－８４－５２０３

双葉町一部避難指示解除及び双葉駅再開記念イベントを双葉駅東口広場にて行います。
伝統芸能や歌手等のステージ、その他飲食ブースの出店などを予定しています。

詳しくは、一緒にお送りしているチラシをご覧ください。

一般社団法人ふたばプロジェクト　担当：渡邉（わたなべ）・那須（なす）
☎０２４６－８４－９０４０（平日午前９時から午後５時）

双葉町一部避難指示解除及び双葉駅再開記念イベント双葉町一部避難指示解除及び双葉駅再開記念イベント

ふたば、ふたたびふたば、ふたたび☆　ファンダフルフェスタファンダフルフェスタ

【問い合わせ先】

３月１４日（土）３月１４日（土）

Ｓｕｉｃａなどの交通系ＩＣ
カードで利用できます。
券売機には音声会話機能が
付いています。

改札口は東西自由通路（橋）
上にあります。
改札から駅のホームまでエレ
ベーターが設置されます。

駅の東側と西側に上り口があ
り、それぞれ階段とエレベー
ターが設置されます。

旧駅舎は待合室に
なります。

（令和２年１月１７日時点）

ふたば、ふたたび☆　ファンダフルフェスタ
双葉町一部避難指示解除及び双葉駅再開記念イベント

はじめの一歩！　双葉へＧＯ！

午前１０時３０分頃令和２年３月１４日 開始時間

３月１４日（土）
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【問い合わせ先】

　東日本大震災で生じた自然災害（津波や地震）により、居住する住宅が全壊するなど生活基盤
に著しい被害を受けた世帯に対し、生活再建のために支給される被災者生活再建支援金の申請期
間が１年延長されました。申請期間は、令和３年４月１０日までとなります。

生活支援課 ☎０２４６－８４－５４１９

【申し込み・問い合わせ先】 戸籍税務課 ☎０２４６－８４－５２０４

・被災者生活再建支援制度を利用する方

・住家の所有者、もしくは借家人の方

①外観調査のみ（一次調査）

　申込書に必要事項を記入し、次のものを添えて
窓口に提出又は郵送してください

・ 内部及び外観調査は申込書受付後に日程を調整
し、申請者等の立会いの下、調査します。

り災証明書が必要な方 調査の申込み

日程調整

調査の対象となる方

調査の内容

≪り災証明書発行までのながれ≫

・保険請求等で保険会社へ提出される方

・ 町の帰還困難区域内にあって、これまでにり災
証明書が発行されていない住家（ただし、長期
間の居住不能としてり災証明書が発行されてい
る場合を除く）

② 内部及び外観調査（屋根、壁の傷み、傾きなど）
※①は立会い不要ですが、②は立会いが必要です
　（立会いできない方はご相談ください）

・ 環境省による避難指示解除区域（３月４日まで
は避難指示解除準備区域）及び特定復興再生拠
点区域内の住家の解体を希望する方

被災者生活再建支援金の申請期間が延長されました被災者生活再建支援金の申請期間が延長されました

　東日本大震災により被害にあった居住用家屋（以下「住家」）について、損壊程度につい
て調査したうえで、り災証明書を発行します。り災証明書は調査後２カ月以内を目安に郵送
いたします。
※ 令和２年度は、１２月までの週３回（火・水・金の午前９時３０分から午後０時５０分まで）１日５～６世帯で
調査を行います。

東日本大震災による建物の被害調査と
り災証明書の発行について

調査申込 建築士による調査 住家の損壊程度認定 り災証明書発行

・ 申込者が確認できる身分証の写し（運転免許証
など）

※ 申込書はいわき事務所と郡山、埼玉両支所窓口
に準備しているほか、町公式ホームページから
ダウンロードすることができます。また、ご連
絡いただければ郵送も可能です。

・ 借家人が申込む場合は賃借契約書の写し並びに
所有者の同意書

・ アパートや貸家の所有者の方が立会い希望の場
合は、必ず入居者の方から承諾を得てください。

・ 入居者の方が立会い希望の場合は、所有者の
方や不動産管理会社から許可をもらってくだ
さい。

被災者生活再建支援金の申請期間が延長されました
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医療費一部負担金等免除期間の延長について
　国民健康保険と後期高齢者医療保険にご加入の方については、新しい免除証明書（有効期限令和２年９月３０日）
を双葉町から２月下旬に個人宛で避難先住所へ送付いたしました。
　３月１日以降は今回送付した免除証明書を、医療機関窓口で保険証等と一緒に必ず提示してください。免除証明
書の提示がない場合や有効期限が切れた免除証明書を提示した場合、被災証明書を提示した場合には、医療費一
部負担金の免除を受けることはできませんので、ご注意ください。１０月１日以降の免除証明書の送付については、
あらためてお知らせします。
　免除証明書の色と大きさは下記のとおりですので、ご確認ください。

※ 入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担
分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・マッサー
ジ・はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は
免除の対象ではありませんので、自己負担金が発
生します。保険外診療分についても自己負担とな
ります。

健康保険の種類 色 大きさ

双葉町国民健康保険 オレンジ色 保険証と同じ大きさ（縦５．５㎝×横８．６㎝）

後期高齢者医療保険 黄色 Ａ４用紙（縦２９．７㎝×横２１㎝）

双葉町国民健康保険被保険者証の更新について
【双葉町国民健康保険にご加入の方】

【双葉町国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方】

　令和２年度の双葉町国民健康保険被保険者証
（以下：保険証）を３月下旬に簡易書留郵便にて、
避難先住所（３月１日時点で役場に登録された避
難先住所）へ個人宛に送付いたします。同じ避難
先住所でも、郵便事情により配達日が数日前後す
ることがあります。
　保険証の配達時にご不在の場合は、郵便局に
１週間程度保管されます。保管期間内に郵便局
の「郵便物お預かりのお知らせ」に記載された方
法で、郵便局へ再配達を依頼し、お受け取りくだ
さい。

　なお、３月下旬の発送は保険証のみとなり、免
除証明書は同封されませんので、２月に送付した
免除証明書を有効期限までご使用ください。
　有効期限が切れた保険証は、自己責任のもと破
棄していただくか、双葉町いわき事務所健康福祉
課までご返却ください。

【後期高齢者医療保険にご加入の方】

【社会保険等にご加入の方】

　保険証の有効期限は毎年７月末ですので、３月
下旬の送付はありません。保険証の更新時期にな
りましたら、広報等でお知らせいたします。

　医療費一部負担金等免除証明書の発行は健康保
険組合等が行いますので、加入されている健康保
険組合等へお問い合わせください。免除証明書の
更新手続きが必要となる場合があります。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４６－８４－５２０５

　各種申告手続き・確定申告書等の用紙の請求・その他国税に関するご相談を、福島県内をはじめ全国の
税務署で受け付けています。広報ふたば２月号１５ページに記載の税務署のほか、皆さまがお住まいの地
域の最寄りの税務署にご相談ください。詳しくは、町公式ホームページに掲載しています。

　会場は混雑することが予想されます。最寄りの税務署へ事前に確認の上、お早めに
ご相談ください。

【問い合わせ先】 戸籍税務課　賦課係　☎０２４６－８４－５２０４

「確定申告書作成」に係る相談について、税務署での「確定申告書作成」に係る相談について、税務署での「確定申告書作成」に係る相談について、税務署での
申告会場開設期間は、３月１６日（月）までです。申告会場開設期間は、３月１６日（月）までです。申告会場開設期間は、３月１６日（月）までです。
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　２０２０年（令和２年）も早２カ月が過ぎました。現在、双葉町の子どもたちの数は、『幼児
１０８人、小学生２６６人、中学生１７６人　合計５５０人（令和元年１０月１日現在）』の子ど
もたちが、福島県内外においてその地域に見守られながら学校生活を送り、勉学に運動に励ん
でおります。
　学校では、一年間のまとめと次年度への準備のため、教育活動の細かな計画について最終調
整に入っているところです。そして、双葉町の多くの子どもたちも、進級や卒業に向け学習面、
生活面の総まとめに取り組んでいることと思います。
　町立学校の令和元年度は、「ふるさと学習」の中で、いわき市常磐地域の復興の歴史を調べ
劇にして発表することで、いわき市との地域交流が図られました。また、毎年、先方より訪問
していただき交流のあった埼玉県加須市立種足小学校を、初めて訪問をして交流活動を行い、
絆を深めることが出来ました。また、実際の双葉町を知らない子どもたちに、２回目となりま
すが『バーチャルふるさと遠足』を実施しました。町立学校と双葉町をライブでつなぎ、ドロー
ンで空から双葉町の様子を見学したり、復興に関わっている方々と話し合いをしたりと、復興
の様子はもちろん自然豊かな双葉町を目にして、まさしくバーチャル体験をすることができま
した。このような取り組みは、双葉町との繋がりを保持すると共に、子どもたちを取り巻く多
くの人々と向き合い、絆を深める貴重な体験と考えております。
　さらには、今月は双葉町にとって、一つ一つ丁寧に準備してきた復興への取り組みが、大き
く一歩前進する時です。町の公式ホームページでもお伝えしておりますが、避難指示区域が一
部の区域で解除され、ＪＲ常磐線が全線開通することに伴い、ＪＲ双葉駅が新しく生まれ変わ
りオープンいたします。子どもたちにとっては大きな関心事であり、新しい町づくりへの思い
を深めるスタートになると確信しております。保護者の皆さまも、ぜひ子どもと向き合い双葉
町の未来を語り合ってほしいと思います。また以前より説明させていただいておりましたが、
現在、教育委員会教育総務課が窓口となり、『双葉町内の幼稚園及び学校施設からの私物取り
出しに関する意向調査』を実施しております。今年の夏季休業期間等を予定し、私物取り出し
を希望される町民の方々には、学校施設内にて確認いただいて持ち出し出来るよう準備してお
ります。震災後、１０年目にしてやっと実現できます。ご理解とご協力をお願いいたします。
　さて、３月は卒業の時期でもあります。冒頭に示しました双葉町の子どもたちの中で、この
３月に卒園・卒業を迎える『年長３４人、６年生５６人、中学３年生７３人』の園児・児童・生
徒の皆さんが巣立ち、新たなステージへと進むことになります。教育委員会、学校、そして保
護者の皆さまと連携し子どもたちの羽ばたく準備を支え、応援していかなければならないと思
います。皆さまの前途に幸多からんことをお祈りいたします。
　それから、生涯学習に係る各自治会や婦人学級、そして、町民俗芸能保存会、芸術文化団体
連絡協議会の皆さまにおかれましても、今年度の反省と来年度の計画案について協議いただき
ました。会員の皆さまの熱心な取り組みは、町民の絆はもとより、今の生活根拠地における地
元住民の方々との絆や、双葉町が元気に復興に向かって、一丸となって取り組んでいることを
全国に発信されていることに敬意と感謝を申し上げます。そして、会をまとめリーダーシップ
を発揮されている会長、学級委員長をはじめ役員の皆さまに改めて、御礼申し上げます。あり
がとうございます。今後ますますの皆さまのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町教育委員会教育長
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－ 令和２年度の双葉町奨学生を次により募集します －
◇申し込み資格
・ 高等学校（高等専門学校を含む）、専修学校、
大学、大学院に在学する者または令和２年度
入学予定者。

◇返還の方法
・ 卒業月の６カ月後から１０年以内に、奨学資金の
全額を半年賦で返還していただきます。希望によ
り一括返還することもできます。
・利子は無利子です。

　・申請書の提出場所　
双葉町教育委員会

※郵送での受付も行います。
※ 申し込みを希望される方は、３月２日（月）から双葉
町教育委員会教育総務課において申請書類を交付しま
す。また、電話での依頼により申請書類の郵送も行い
ますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

◇貸与期間
在学校の正規の修業期間

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２４８双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市植田町中央１丁目１６－１３ エムケービル２Ｆ〒９７４－８２６１

令和２年成人式

令和２年度　双葉町奨学生募集令和２年度　双葉町奨学生募集
教育総務課からのお知らせです

※職業能力開発促進法に基づく学校等を含む。
　・経済的理由により修学困難と認められること。
　・ 国、県またはほかの団体から同種類の奨学資
　　金の貸与または給与を受けていないこと。

◇申し込み手続き
　・申込受付期間

４月１日（水）から５月１１日（月）まで
ただし、家計の急変等により緊急に奨学資金を必要と
する場合は、受付期間を過ぎても採用しますので、双
葉町教育委員会教育総務課までご相談ください。

◇貸与額（月額）
・高等学校（高等専門学校を含む）
・専修学校
・国、公立大学
・私立大学
・大学院

１５，０００円
２０，０００円
３５，０００円
４０，０００円
４０，０００円

…
……………………………

………………………
……………………………

………………………………

　双葉町に住所を有している方で区域外就学によ
り、避難先の小・中学校に通学している児童生徒の
保護者の方に対し、義務教育を円滑に実施できるよ
う、学校給食費や学用品費等の経費の一部援助を行
います。
　就学援助の申請は、原発避難者特例法により原則
として避難先自治体で実施することになっています
ので、希望される保護者の方は、まず避難先の市区
町村教育委員会、または現在通学している学校へご
相談ください。
　ただし、令和元年度に双葉町から支援を受けてい
た児童生徒については、令和２年度も継続となりま
すので後日、申請書等関係書類を送付します。
　避難先市区町村で就学援助の対象者に認定されな
かった場合は、双葉町教育委員会教育総務課にお申
し出ください。（避難先の市区町村との重複受給は
できません）

　双葉町では、令和３年双葉町成人式の開催を、
次のとおり予定しています。詳細が決まり次第、
該当者にご案内いたします。

◆開催日…
◆会　場…
◆対象者…

令和２年度
双葉町児童生徒への就学援助について

令和３年
双葉町成人式について

令和３年１月３日（日）
いわき市内
平成１２年４月２日～平成１３年４月１日
生まれの方（平成２３年３月１１日以降
転出者も含む）

令和２年度　双葉町奨学生募集令和２年度　双葉町奨学生募集令和２年度　双葉町奨学生募集
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　下記のとおり令和２年度の通常総会を開催いたしますので、会員の皆さまの
ご出席をお願いいたします。

第７回通常総会開催のお知らせ

開催日時：

開催場所：

総会内容：

当日、年会費２,０００円の納入を願います。

４月１１日（土）
９：００ ～１２：００

好間公民館
いわき市中好間字中川原２９－１
（☎０２４６－２２－７５４０）

● 来賓挨拶
● 総会議事
● 生活安全について
● その他

いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

【問い合わせ先】 石田　翼　☎０８０－５５６９－１７７５
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令和２年総会・交流会を下記のとおり開催しますので、多数のご参加（ご家族何人でも）をお待ちしております。

長塚二行政区総会・交流会を下記のとおり開催いたしますので、お誘い合わせの上、ご参加ください。

　今年も大字総会・懇親会を、下記のとおり実施することにしましたので、多くの参加をお願いいたし

ます。また故郷を離れ巣立っていったご家族やご友人の参加も大歓迎ですので、ご連絡ください。

山田行政区からのお知らせ

長塚二行政区からのお知らせ

郡山行政区からのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】

【申し込み・問い合わせ先】

【申し込み・問い合わせ先】

会　費：

会　費：

会　費：

旅　費：

総会のみ参加は無料
総会・交流会のみ参加の方（宿泊なし）

総会・交流会参加（１泊２食）　　

１人 … １０,０００円
交流会のみ参加の方 … ５,０００円

総会のみ参加は無料
１泊２食 … 1 人  ５,０００円
※会費は当日徴収します
参加者全員に当日支給します

５,０００円
１０,０００円

日　時：

日　時：

日　時：

４月１１日（土）・１２日（日）　…１泊２日

４月１９日（日）・２０日（月）　…１泊２日

４月１８日（土）・１９日（日）　…１泊２日

受　付 …… 午後２時～
総　会 …… 午後３時～
交流会 …… 午後６時～

総　会 …… 午後３時～

交流会 …… 午後６時～

大字総会 … 午後３時～
懇親会 …… 午後６時～

（１２日は朝食終了後自由解散となります）

　町から「町の復興計画と現状及び
長塚二行政区の現状と今後につい
て」の説明も予定しております。

（１９日は朝食終了後自由解散となります）

場　所：

場　所：

場　所：

いわき湯本温泉　吹の湯旅館
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

いわき湯本温泉　吹の湯旅館
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

いわき湯本温泉　吹の湯旅館
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

申込期限：

申込期限：

申込期限：

３月２０日（金）

４月５日（日）

３月１５日（日）

（変更がある場合は４月３日（金）までご連絡ください）

（準備の都合上、早めのご連絡のご協力をお願いいたします）

※１年に１回の総会・交流会です。再会を楽しみにしております。
　特に若い方の参加を歓迎いたします。

（予約の都合上早めのご連絡のご協力をお願いいたします）

・箭内　充　　　☎ ０９０－３７５７－３１５１
・志賀　隆信　　☎ ０９０－８７８７－６４１１

・区　長　武藤　康広　　☎ ０９０－８２５６－５０５８
・副区長　作田　伊久雄　☎ ０９０－４５５７－３７６３
・事務局　永井　幸雄　　☎ ０９０－７３２６－４１３０

・福岡　渉一　　☎ ０９０－８４２４－５９４５
・森　秀樹　　　☎ ０８０－５５７５－２９９１

※行政区の総会・交流会の参加費は、生活サポート補助金の対象となります。
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　全国の自殺者数は、平成２２年度以降は減少しております。

　しかし、福島県は下げ止まり傾向にあります。

　自殺を考えている人は、要因も様々で周囲に「助けてほしい」とサイ

ンを発している人もいます。周囲の人がそのサインに気づいて行動する

ことができれば、自殺を予防するための大きな一歩につながります。

　身近に取り組む自殺予防には「一人で我慢しない」「相談する」「身近

な人の悩みに気づき声をかけてみる」などがあります。

　また、過去にご紹介した『きづく・つなぐ・みまもる』も有効です。

＜健康福祉課以外の主な相談機関＞
福島県相双保健福祉事務所　☎ 0244－26－1132
こころの健康相談ダイヤル　☎ 0570－064－556（ナビダイヤル）

【問い合わせ先】 健康福祉課健康づくり係 ☎ ０２４６－８４－５２０５

３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇

「きづく」･･･ 周りの人の悩みに気づき、耳を傾けましょう
「つなぐ」･･･ 早めに専門家に相談するよう促しましょう
「まもる」･･･ 温かく寄り添いながら、やさしく見守りましょう

支えあおう、

　　心といのち

３月は「自殺対策強化月間」です

日　時：

申し込み期限：

場　所：

参加費：

【申し込み・問い合わせ先】
○谷　  尚之　☎０９０－７０７２－０９５９
○齋藤  和子　☎０８０－１８３９－５３３５
○佐藤  孝一　☎０８０－５５７１－３６９４

３月２８日（土）
午前１１時３０分～午後２時

３月２０日（金）

季節料理　旬菜「四季」
立川市柏町３－３２－２
☎０４２－５３７－５６６０

４，０００円
飲み物（アルコール類）は別途

東京ふれあい双葉会 春の恒例　お花見会開催のご案内* * 

Ｙ
ワイ

oＹ
ワイ

交流会 in 足利市

【問い合わせ先】 千吉良　髙志（三字） 　☎０８０－５５６８－７０９１
※「参加者名」「参加人数」「連絡先」「双葉町の行政区」をお知らせ下さい。

日　　時： 申込締切 ：４月１５日（水）
1０時００分

会　　費：実費（拝観料や昼食代　各自で支払い）

集合場所：足利市内の太平記館　観光駐車場　集合
（住所：足利市伊勢町３ー６ー４）

３月３１日（火）
※ 当日の参加も可能です。手配の都合上で
きる限り締切日までにお願いします。
　 他県に避難している町民の参加も大歓迎
です。交流の輪を広げましょう。 

「足利学校」「鑁
ば ん な じ

阿寺」「渡良瀬橋」他　名所訪問

今回は足利市内の名所巡りの散歩をメインにします。
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双葉町社会福祉協議会
～ 健康運動教室、サロン開催のお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

毎週　木曜日

13:30 ～ 15:00
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291県北保健福祉事務所　４階中会議室
（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。

3月17日（火）

社協サロン
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申し込みをお願いします。

白河市中央老人福祉センター
（白河市北中川原 313）

3月11日（水） 10:00 ～ 14:00
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）

　令和２年４月１日より、広野町・楢葉町・富岡町・川内村・浪江町・葛尾村のごみ回収所に
「新聞・雑誌」「段ボール・枝葉」を出す場合には「ごみ処理券」の貼付が必要となります。
下記の「ごみ処理券」の取扱いについてご確認ください。

広野町・楢葉町・富岡町・川内村・浪江町・葛尾村へ避難されている皆様へ

ごみ処理券のお知らせ

双葉地方広域市町村圏組合
☎０２４０－２２－３３３３環境衛生課

＜令和２年４月１日からのごみ処理券＞

　令和２年４月１日より「ごみ処理券」の取扱い品目に、現在の「新聞・雑誌」に「段
ボール」及び「枝葉」を追加しました。
　使用方法は「ごみ処理券」を貼付した「新聞・雑誌・段ボール・枝葉」について、燃
えるごみの日に収集を行います。（雨天時も収集します。）
　販売方法は、従来の３０円（１枚ばら売り）から３００円（１０枚１組）となります。
　皆さまのご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

※ 現在のごみ処理券をお持ちの方は、４月
以降は「新聞・雑誌・段ボール・枝葉」
にご使用いただけます。

「ごみ処理券」について「ごみ処理券」について「ごみ処理券」について「ごみ処理券」について「ごみ処理券」について

【問い合わせ先】
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　職場におけるパワーハラスメント防止のために、雇用管理上必要な措置を講じるこ
とが事業主の義務となります。（適切な措置を講じていない場合には是正指導の対象
となります）

パワーハラスメント防止対策が事業主の義務となりますパワーハラスメント防止対策が事業主の義務となります

【問い合わせ先】　福島労働局　雇用環境・均等室　☎０２４－５３６－４６０９

令和２年６月１日施行

令和４年４月１日施行

大企業

中小企業

パワーハラスメント防止対策が事業主の義務となります

消防署からのお知らせ

ガソリンを携行缶で購入される皆さんへ

※ガソリン用携行缶

　この機会に、ご家庭の住宅用火災警報器や電気機器、暖房器具
の維持管理や放火対策など、身近な防火対策について見直しをお
願いします！

① 本人確認（運転免許証など）
③ 使用目的の確認（このとき、販売記録も作成されます）変更点

ガソリンは灯油用ポリ容器にいれることはできません！１
ガソリンの携行缶に書かれている留意事項をよく読みましょう！２
セルフスタンドでも詰め替えはスタンドの従業員が行います！３

◇ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
◇ 火災を小さいうちから消すために、住宅用消火器を設置しましょう。
◇ 火災を拡大させないために、防炎品を使用しましょう。
◇ 火災を出さないために、安全装置付き電気機器・暖房器具などを使用しましょう。

　皆さんは知っていますか？ガソリンの適正使用徹底のため、ガソリンを携行缶で購入される
方を対象に、令和２年２月１日から消防法が変わりました。

住宅用防災機器を設置し、あなたの命と大切な家族を守りましょう

３月１日～７日は春の全国火災予防運動週間です３月１日～７日は春の全国火災予防運動週間です！

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

ガソリンを取り扱うときの注意事項

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

３月１日～７日は春の全国火災予防運動週間です！
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

３月１９日～３月２３日までの期間は、輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送状況について

※２月１１日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０１９年度は、８４２,５０４㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は1,753,801㎥）

　中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
　３月は、２７日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

◇中間貯蔵工事情報センターについて

見学会の様子（２０２０年１月撮影）中間貯蔵工事情報センター

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

ホームページ 働きたいネット 検索

　就職活動に一歩が踏み出せず不安、未経験の職種にチャレンジしてみたいけど自分に合うかわか
らない…。そんな方、必見！！県内４８０社以上の登録事業所の中から興味のあるお仕事を体験で
きるチャンスです。求人票だけではわからない職場を自分で見て、聞いて、やってみる。そんな体
験型の就職活動はいかがですか。まずは説明会にご参加ください。

　 会　場 …ハローワーク相双（南相馬市原町区桜井町１－１２７）
３月１７日（火）● 日　時 … １３：３０ ～ １５：３０（申込不要／参加無料）

　 会　場 …ハローワーク富岡（富岡町大字小浜字大膳１０９－１）
３月１８日（水）● 日　時 … 　９：３０ ～ １１：３０（申込不要／参加無料）

　 会　場 …ハローワーク郡山（郡山市方八町２－１－２６）
３月２４日（火）● 日　時 … １３：３０ ～ １５：１５（申込不要／参加無料）

　 会　場 …求職者カフェ＠南相馬（南相馬市原町区大木戸金場７７南相馬ジャスモール内）
３月２４日（火）● 日　時 … １３：００ ～ １５：３０（予約制／参加無料）

１人１５分程度の個別説明会● 内　容 …

【求職者向け】職場体験実習「大人のインターンシップ」説明会
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを
行う税務のスペシャリストです。

　人事院では、国家公務員採用総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）及び一般職試験（大卒程度試験）を
実施します。
　申し込みはインターネットにより行ってください。

なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記にお問い合わせください。

１：平成２年４月２日から平成１１年４月１日生まれの者
２：平成１１年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　 （１）大学を卒業した者及び令和３年３月までに大学を卒業
　　　　する見込みの者
　 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

・インターネット申込受付期間：３月２７日（金）９：００  ～  ４月６日（月）［受信有効］
・第１次試験日：４月２６日（日）

・インターネット申込受付期間：４月３日（金）９：００  ～  ４月１５日（水）［受信有効］
・第１次試験日：６月１４日（日）

令和２年３月２７日（金）から
４月８日（水）まで

受験申込みはインターネット申込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

国家公務員採用試験のお知らせ国家公務員採用試験のお知らせ

令和２年度

【試験に関する問い合わせ先】

【問い合わせ先】

内線３２３６仙台国税局人事第二課試験研修係
人事院東北事務局

☎０２２－２６３－１１１１
☎０２２－２２１－２０２２

人事院東北事務局　第二課　試験係　☎０２２－２２１－２０２２
人事院ホームページ　［http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

○受験資格 ○受験申込受付期間

令和２年６月７日（日）
○第１次試験日

○受験申込方法

総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）

一般職試験（大卒程度試験）

国家公務員「国税専門官採用試験」（国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度大学卒業程度）のお知らせ）のお知らせ

国家公務員採用試験のお知らせ

国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

　自動車税（種別割）は、４月１日午前零時現在で車検証

上の所有者（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。

　自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、廃車

した場合等は、令和２年３月末日までに必ず運輸支局で名

義変更や抹消登録の手続きを行ってください。

　また、車を所有する方がお亡くなりになられた場合も、

必ず運輸支局で相続する方への名義変更や抹消登録等の手

続きを行ってください。

　なお、避難先等への郵便物の転送を希望される方は、最

寄りの郵便局へ「転居届」の提出をお願いします。

あなたの自動車は正しく登録されていますか？あなたの自動車は正しく登録されていますか？

■自動車税に関すること

■自動車の登録手続きに関すること

相双地方振興局県税部課税課　間税チーム
　☎０２４４－２６－１１２７

国土交通省東北運輸局　福島運輸支局
　☎０５０－５５４０－２０１５
いわき自動車検査登録事務所
　☎０５０－５５４０－２０１６

【問い合わせ先】

あなたの自動車は正しく登録されていますか？
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（令和２年１月３１日現在）

・福島県内に避難されている方 4,044人
2,802人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

若
わかばやし

林　玲
れ な

奈 12月 28日 真吾・美幸 長塚一

白
しらいし

石　　誉
ほまれ

　 1 月　3日 亮佑・茉希子 寺　松

田
た な か

中　聡
そ う や

哉 1月　7日 清道・絵美 長塚一

佐
さ ど

渡　蒼
そ う ま

眞 1月 12日 勝・貴世芳 郡　山

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

矢森シゲ子 ９１ 12月 21日 長塚二

佐藤　正弘 ９５ 1月　5日 郡　山

田中　健三 ８３ 1月 16日 浜　野

古内　金造 ９１ 1月 21日 寺　松

山内サタ子 ９３ 1月 24日 下　条

人のうごき１月分
【
文
芸
】

　
　

・
東こ

ち風
が
運
び
か
梅
の
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匂に

ほ

う
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は
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頃
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ン
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そ
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出
番
を
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い
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俳 

句

　
　

・
受
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ま
い
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に
ま
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を
合
せ
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し
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・
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の
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子
（
長
塚
二
）

〒974-8212
いわき市東田町二丁目１９－４
双葉町秘書広報課

【送付先】

　「双葉の風だより」では

全国に避難されている皆さ

んから寄せられたお便りの

一部を紹介しています。文

芸作品や随想など、お便り

をお待ちしています。

① 介護料の支給
② 短期入院・短期入所
③ 短期入院・短期入所費用助成

④ 療護施設の設置・運営（重度後遺障がい者のための専門病院）
⑤ 交通遺児等貸付
⑥ 介護者（親）なき後に備えるための情報提供

①、③～⑥は ナスバ　支える 、②は 国交省　短期入院 で検索してください。
※詳細情報、連絡・申込先

●自動車事故にあって、相談先にお困りの方
上記制度も含め、各種相談窓口を電話で紹介しています。

自動車事故被害者救済制度自動車事故被害者救済制度
国土交通省、独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）国土交通省、独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）

自動車事故被害者救済制度
国土交通省、独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）

また、総合的な案内は 国交省　交通事故にあったときには　パンフレット で検索してください。

ＮＡＳＶＡ（ナスバ）交通事故被害者ホットライン　☎０５７０－０００７３８
（土・日・祝日・年末年始を除く９：００～１２：００、１３：００～１７：００）

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします
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と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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古
希
を
目
前
に
思
う
こ
と

　

元
来
、
体
が
丈
夫
な
ほ
う
で
は
な
く
、
自
ら
人

前
に
出
る
よ
う
な
性
格
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
物
心

が
つ
い
た
頃
か
ら
、
度
々
、
病
気
や
怪
我
に
遭
い
、

そ
の
中
で
も
、「
人
生
の
節
目
」
で
あ
る
高
校
入

学
直
後
に
腸
閉
塞
を
患
い
、
１
年
間
の
休
学
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

還
暦
と
い
う
「
人
生
の
節
目
」
を
過
ぎ
て
間
も

な
く
、
震
災
と
原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
生
命
の
危

機
に
直
面
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様

で
古
希
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
経
験
や
巡
り
合
わ
せ
の
中
で

　

高
校
生
の
頃
ま
で
、
漠
然
と
食
品
関
係
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
高

度
経
済
成
長
期
で
建
設
業
界
が
賑
わ
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
父
親
か
ら
「
測
量
を
学
べ
」
と

強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
都
内
の
専
門
学
校
を
経
て

約
30
年
間
、
測
量
業
界
に
身
を
お
き
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
、
全
国
的
に
国
土
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た

た
め
仕
事
量
も
多
く
、
仕
事
の
範
囲
は
相
双
地
区

だ
け
で
な
く
県
内
各
地
に
及
び
、
山
林
や
原
野
を

分
け
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は

「
過
去
の
失
敗
談
」
と
し
て
話
せ
ま
す
が
、
山
中

か
ら
の
帰
り
で
道
に
迷
い
、
あ
わ
や
遭
難
騒
ぎ
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

50
歳
代
半
ば
で
仕
事
を
離
れ
て
か
ら
、
長
年
、

病
気
や
け
が
の
経
験
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
介
護

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
と
り
ま
し
た
。
測
量
と
は
違

い
、
人
を
相
手
に
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
生
き
が
い
の
よ
う
な
も

の
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護

が
縁
で
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
そ
の
団

体
の
会
長
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

故
郷
を
身
近
に
感
じ
る
日
々

　

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
以
降
、
町
の
集
団
避
難

や
親
類
の
も
と
を
経
て
、
神
奈
川
県
内
で
生
活
し

ま
し
た
が
、
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
が
決
ま
っ

た
た
め
福
島
県
内
に
戻
り
、
現
在
、
県
営
下
神
白

団
地
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
入
居
棟

の
管
理
人
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ

故
郷
を
持
つ
者
同
士
が
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
は
、気
持
ち
が
和
ら
ぐ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

い
わ
き
市
に
移
っ
て
か
ら
、
再
び
自
動
車
を
運

転
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉

会
の
活
動
や
町
の
行
事
・
祭
り
な
ど
に
足
を
運
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
団
地
の
有
志
で
行
う
カ
ラ
オ

ケ
会
で
は
世
話
役
を
務
め
、
茶
話
会
に
も
参
加
し

て
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

間
も
な
く
避
難
指
示
区
域
の
一
部
解
除
や
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
再
開
通
を
迎
え
ま
す
が
、
復
興
が
一
歩

進
ん
だ
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
故
郷
に

帰
還
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
な
が

ら
、
車
や
列
車
を
使
っ
て
、
双
葉
町
に
足
を
向
け

る
機
会
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（長塚一）

官林  建児さん

かんばやし        けんじ
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雪
の
あ
る
暮
ら
し
へ

　

私
の
一
家
は
、
震
災
当
時
、
両
親
、
祖
父
が
そ

れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
避
難
か
ら

し
ば
ら
く
の
間
、
福
島
・
埼
玉
両
県
で
計
３
カ
所

に
分
か
れ
た
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
母
と

行
動
を
共
に
し
た
た
め
、
高
校
卒
業
ま
で
会
津
美

里
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
双
葉
町
で
は
滅
多
に
な

い
冬
の
雪
景
色
が
当
た
り
前
の
日
々
と
な
り
ま
し

た
が
、
気
候
の
変
化
に
大
き
く
戸
惑
う
こ
と
も
な

く
、
ま
た
、
同
じ
小
中
学
校
に
は
、
楢
葉
町
か
ら

集
団
で
避
難
し
た
児
童
も
い
た
た
め
、
見
知
ら
ぬ

土
地
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
程
度
、
双
葉
郡
の
雰

囲
気
を
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

故
郷
で
は
経
験
で
き
な
い
高
校
生
活

　

高
校
は
会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
に
進
み
ま
し

た
が
、
双
葉
郡
内
に
は
私
立
学
校
は
な
く
、
多
く

の
方
々
に
と
っ
て
馴
染
み
が
薄
い
存
在
で
、
私
自

身
も
学
校
説
明
会
に
参
加
す
る
ま
で
、
あ
ま
り
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
立
高
校
と

は
違
っ
た
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
行
事
が
組

ま
れ
て
い
る
な
ど
魅
力
を
感
じ
入
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
学
園
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
ス
ク
ー
ル
で
一

定
の
宗
教
色
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
、
信
教

の
自
由
に
立
脚
し
た
も
の
で
信
仰
を
強
い
る
も
の

で
は
な
く
、
哲
学
的
な
観
点
や
考
え
方
を
広
げ
る

こ
と
の
醸
成
に
繋
が
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
、
家
族
が
複
数

地
に
分
か
れ
、
同
じ
福
島
県
内
と
は
い
え
馴
染
み

の
薄
い
地
域
で
の
７
年
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
友

人
に
も
恵
ま
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と

前
向
き
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
母
の
職
業
と
震
災
直
後
の
様
子

　

震
災
ま
で
、
母
は
看
護
師
と
し
て
双
葉
厚
生
病

院
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
頻

繁
に
母
の
働
く
様
子
を
目
に
し
て
お
り
、
震
災
直

後
、
被
災
地
で
多
く
の
医
療
者
が
活
動
す
る
様
子

が
印
象
深
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来
は
医
療
系

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
傷
や
血
を
見
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な

い
た
め
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
は
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
院
中
の
知
人
を
見
舞
う
た
め
に
訪

れ
た
病
院
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
を
見
て
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
校
卒
業

に
あ
た
っ
て
は
作
業
療
法
士
を
目
指
し
て
、
栃
木

県
大
田
原
市
に
あ
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医

療
学
部
作
業
療
法
学
科
に
進
み
ま
し
た
。

作
業
療
法
士
を
目
指
し
て

　

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
、
来
月
に
は
３
年
生
と

な
り
、
専
門
的
な
勉
強
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
に
は
苦
痛
を
伴
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
技
術

や
、
精
神
的
な
こ
と
が
原
因
で
低
下
し
た
運
動
機

能
の
回
復
な
ど
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
探
求
を
進
め
る
予
定
で
す
。

●避難先●
　栃木県大田原市

（三字）

志賀  歩美さん

しが              あゆみ
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今
に
な
っ
て
感
じ
る
「
故
郷
の
寛
容
さ
」

　

田
舎
か
都
会
か
を
問
わ
ず
、
ど
こ
の
小
学
校
で

も
ク
ラ
ス
に
数
名
程
度
、
や
ん
ち
ゃ
な
子
は
い
る

で
し
ょ
う
が
、
私
自
身
、
震
災
ま
で
通
っ
た
双
葉

南
小
学
校
で
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
「
そ
う

し
た
子
ど
も
の
一
人
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昼

休
み
や
下
校
前
に
な
る
と
職
員
室
に
呼
ば
れ
、
教

師
か
ら
注
意
や
指
導
を
受
け
、最
後
は
笑
顔
で「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
頭
を
掻
き
な
が
ら
廊
下
に
出
て

く
る
と
い
う
姿
は
、
南
小
に
お
け
る
日
常
風
景
の

一
コ
マ
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
注
意
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
な
り
の
原
因
は
あ
り
ま
し
た
が
、
仲

良
し
の
同
級
生
と
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
を
し
た
程

度
で
、
今
で
は
笑
っ
て
話
せ
る
よ
う
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
都
会
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
場
合
、

不
良
や
非
行
の
予
備
軍
な
ど
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
双
葉
町
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
全
体
で
見
守
ら
れ
て
い
た
た
め
、
表

面
的
な
行
い
だ
け
で
人
柄
を
判
断
す
る
こ
と
は
な

く
、
寛
容
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

苦
し
さ
や
悲
し
さ
を
バ
ネ
に

　

町
を
離
れ
、
小
学
６
年
の
新
学
期
か
ら
東
京
都

足
立
区
内
の
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
が
、
突
然
の
都

会
生
活
で
誰
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り
、
環
境
に
な
じ

む
こ
と
が
で
き
ず
、
中
学
に
進
ん
で
か
ら
も
苦
し
く

辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
友
達
も
増
え
、面
倒
を
見
て
く
れ
る
先
輩
も
で
き
、

少
し
ず
つ
周
り
と
馴
染
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
が
変
っ
て
も
野
球
を
続
け
る
な
ど
体
力
的

な
自
信
は
あ
っ
た
た
め
、
悲
し
い
気
持
ち
の
ま
ま

力
に
訴
え
る
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
に
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
興
味
本
位

で
し
た
が
、
気
が
つ
く
と
本
気
で
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
、総
合
格
闘
技
（
Ｋ
―
１
）
の
大
会
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、高
校
３
年
の
夏
に
は
全
国
大
会「
Ｋ

―
１
甲
子
園
２
０
１
７
高
校
生
日
本
一
決
定
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

助
け
て
く
れ
た
「
や
さ
し
さ
」
へ
の
恩
返
し

　

高
校
卒
業
後
、
専
門
学
校
に
進
み
、
キ
ッ
ク
ボ

ク
シ
ン
グ
は
続
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
趣
味
、

そ
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
程
度
に
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
を
離
れ
て
９
年
が
経
ち
、
今
年
、
成
人
を
迎

え
、
１
月
に
行
わ
れ
た
成
人
式
で
は
、
実
行
委
員
を

務
め
、
ま
た
、
新
成
人
の
一
人
と
し
て
、
皆
さ
ん
を

代
表
し
て
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
４
月
か
ら
は
自

衛
隊
員
に
な
り
ま
す
。
震
災
直
後
、
避
難
所
に
身

を
寄
せ
た
と
き
、
隊
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
献
身
的

な
活
動
と
、
そ
こ
で
感
じ
た
安あ
ん
ど堵
や
や
さ
し
さ
を

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
隊
後
は
、
災
害

な
ど
で
困
難
に
直
面
し
た
方
に
手
助
け
が
で
き
る

よ
う
訓
練
を
重
ね
、
震
災
時
に
助
け
ら
れ
た
こ
と

へ
の
恩
返
し
に
繋
が
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

●避難先●
　東京都足立区

（郡山）

渡辺　碩さん

わたなべ           みつる
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　町民交流施設ふたぱーく

で行われたママサロンに参

加した元気なふたばっ子た

ちの笑顔です。

　東日本大震災から１０年目を迎えます。震災で亡くなられた方々のご冥福をお祈りします。
今月の表紙は２月３日にふたば幼稚園で行われた節分の豆まきの様子です。双葉南・北小学校の児童の「皆さ
んの心の中のオニを追い出しましょう」という呼びかけのもと、園児の皆さんは迫りくるオニに豆をぶつけ、
自分の心の中のオニを追い出すことに成功したようです。オニを退治したあと、怖い思いをしながらも立ち向
かった年少さんの頑張りを、年中さんがねぎらう場面もありました。
　今月は、避難指示区域の一部区域の解除や双葉町役場コミュニティーセンター連絡所の開設、常磐双葉イン
ターチェンジの開通、東日本大震災双葉町追悼式、ＪＲ常磐線の全線再開通、東京オリンピック・パラリンピッ
クの聖火リレーなど、様々な行事等が目白押しです。町公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルや広報ふたば、コミュ
ニティ情報紙ふたばのわ等で皆さまに当日の様子をお伝えしていきたいと思います。

－ 編集後記 －
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